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最

初

に

、

伏

見

工

業

と

ニ

チ

ア

ス

が

鉄

骨

構

造

建

築

物

の

主

要

構

造

部

の

柱

・

梁

・

等

を

火

災

か

ら

守

る

耐

火

被

覆

材

と

し

て

「

マ

キ

ベ

エ

」

の

説

明

を

受

け
ま
し
た
。

ニ

チ

ア

ス

の

講

師

三

名

が

、

世

界

で

初

め

て

開

発

し

た

耐

火

被

覆

工

事

の

安

全

・

安

心

な

工

法

で

、

鉄

骨

を

巻

い

て

守

る

耐

熱

ロ

ッ

ク

ウ

ー

ル

巻

付

け

耐

火

被
覆
材
料
で
す
。

耐

火

被

覆

材

に

は

数

種

類

の

も

の

が

あ

り

ま

す

が

、

耐

熱

ロ

ク

ー

ル

材

の

被

覆

材

料

「

マ

キ

ベ
エ
」
は
、
工
場
で
の
プ
レ
カ
ッ

ト

に

よ

り

現

場

で

の

施

工

性

を

高
め
、
品
質
の
確
保
を
維
持
し
、

工

事

の

効

率

化

を

図

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

そ

れ

に

よ

り

ト

ー

タ

ル

コ

ス

ト

や

工

期

の

削

減

が

図
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

都

内

で

は

大

規

模

な

再

開

発

工

事

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

が

、

そ

の

い

ろ

い

ろ

な

と

こ

ろ

で

こ

の

耐

火

被

覆

材

「

マ

キ

ベ

エ

」

は
大
い
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
始
め
、

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
八
重
洲
や
、

熊

本

城

の

天

守

閣

の

復

旧

工

事

に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ

の

耐

熱

ロ

ッ

ク

ウ

ー

ル

の

被
覆
材
料
は
、
吹
き
付
け
の
ロ
ッ

ク

ウ

ー

ル

に

比

べ

施

工

性

が

高

く

安

心

し

て

使

用

で

き

る

と

言

う

こ

と

で

す

。

種

類

も

各

耐

火

時

間

に

合

わ

せ

て

構

成

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

ま

た

、

天

井

裏

を

衣

装

的

に

露

出

で

化

粧

を

施

す

と

言

う

ス

タ

イ

ル

も

多

く

な
っ
て
い
ま
す
。

こ

れ

か

ら

の

建

物

設

計

に

有

効
な
材
料
と
な
る
で
し
ょ
う
。

(

株)

地

耐

協

か

ら

は

能

登

半

島

地

震

の

現

地

調

査

に

よ

る

地

盤

と

基

礎

の

被

害

状

況

の

説

明

を
受
け
ま
し
た
。

能

登

半

島

地

震

で

は

液

状

化

に

よ

る

建

物

被

害

も

多

く

発

生

し

て

お

り

、

過

去

の

大

き

な

地

震

で

も

液

状

化

被

害

が

発

生

し

て
い
ま
す
。

今

回

の

調

査

で

は

地

面

に

沈

み

込

む

建

物

、

う

ね

る

地

面

の

様

子

、

杭

が

液

状

化

に

よ

り

建

物

か

ら

ず

れ

た

写

真

等

に

よ

り

被
害
の
甚
大
さ
が
分
か
り
ま
す
。

ま

た

、

熊

本

地

震

で

の

液

状

化

被

害

で

は

免

震

建

物

の

免

震

部

分

の

被

害

写

真

も

見

せ

て

い

た
だ
き
ま
し
た
。

液

状

化

被

害

と

言

え

ば

低

層

の

直

接

基

礎

建

物

と

思

っ

て

い

ま

し

た

が

考

え

が

変

わ
り
ま
し
た
。

有

意

義

な

研

修

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し
た
。

発 行

(一社) 東京都建築士

事務所協会渋谷支部

支部長 山本 誠

編 集

渋谷支部編集委員会

会 員 数

正 会 員 120 社

協力会員 19 社

令和 6年 6月現在

支部 H P Q R ｺー ﾄ゙

(令和6年4月改定)

左上から：研修会の様子、
マキベエ研修資料3枚
地耐協の説明写真2枚：能登半島地震の
被害状況、液状化による被害建物写真

八
月
二
十
日
、
第
三
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
技
術
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
の
講
師
は
渋
谷
支
部
協
力
会
員
で
あ
る
、
伏
見

工
業
株
式
会
社
、
株
式
会
社
地
耐
協
の
２
社
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
三
十
名
近
く
が
参
加
さ
れ
会
場
で
の
質
疑
の
他
、
懇
親
会

で
も
積
極
的
に
質
疑
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）
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協 力 会 員 コ ー ナ ー
協 力 会 員 の 皆 様 の 紹 介 欄 で す 。 Ｐ Ｄ Ｆ 又 は Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ で

お 送 り い た だ き ま し た ら こ の 欄 に 載 せ ま す 。

審

議
事

項

●

全

国
大

会
（
福

井
大

会
）

〇
今
回
は
７
名
が
参
加
予
定
。
第
三
ブ
ロ
ッ

ク

と

協

議

し

日

程

、

見

学

先

決

定

。

永

平

寺
、
恐
竜
博
物
館
・
福
井
市
内
建
築
見
学
、

金
沢
市
内
建
物
見
学
、
五
箇
村
見
学
予
定
。

●
47

回
く

み
ん
の

広
場

参
加
の

件

〇

十

一

月

二

～

三

日

実

施

。

昨

年

同

様

に

参

加

す

る

。

パ

ネ

ル

展

示

か

ら

パ

ウ

チ

に

変

更

し

軽

量

化

を

依

頼

中

。

そ

の

他

マ

イ

ナ

ー

チ

ェ

ン

ジ

を

お

こ

な

う

。

報

告
事

項

●
支

部
長

会
の
件

〇

前

回

に

引

き

続

き

意

見

交

換

を

行

い

各

支

部

か

ら

の

課

題

・

意

見

が

出

さ

れ

た

。

〇

令

和

７

・

８

年

度

の

役

員

候

補

選

出

に

つ

い

て

〇

協

力

事

務

所

マ

ッ

チ

ン

グ

サ

ー

ビ

ス

「

ア

ー

キ

パ

ー

ト

ナ

ー

」

の

紹

介

〇

都

内

各

区

市

町

村

の

耐

震

化

事

業

実

施

状

況

、

及

び

ア

ン

ケ

ー

ト

に

つ

い

て

、

他

●

業

務
委

員
会
、

そ

の

他

（

塚

部

委

員

長

）

〇

改

正

建

築

基

準

法

申

請

・

審

査

マ

ニ

ュ

ア

ル

説

明

会

、

他

・
第
２
回
戸
建
て
住
宅
省
エ
ネ
等
リ
フ
ォ
ー

ム

ア

ド

バ

イ

ザ

ー

ワ

ー

キ

ン

グ

グ

ル

ー

プ

・

大

規

模

修

繕

特

別

委

員

会

の

件

●
建

築
ふ
れ

あ
い

フ
ェ
ア

〇

今

回

は

各

区

の

今

昔

写

真

に

変

更

と

な

る

。

渋

谷

区

は

井

桁

副

支

部

長

が

作

成

済

み●
入

退
会
報

告

〇

正

会

員

・

協

力

会

員

共

変

更

無

し

。

●
会

計
報
告

・

６

月

７

月

の

会

計

報

告

が

な

さ

れ

た

。

支
部
か
ら
の
報
告

お 見 事 竹 垣 ―桂離宮を訪れて－

今春、桜開花前に長年の想いだった桂離宮と苔寺 ( 西芳寺)
の見学が叶った。なにせ予約が必要なのでいつも計画無しの
ぶらり行脚では難しかったので。

苔寺は昔入り口まで行き予約が必要だということで泣く泣
く山道を歩き嵯峨野まで歩いたのだった。それはそれで京都
の植生、街並みを一望できたので満足はしているが。

今回は桂離宮で最も心にグサリときた竹塀の話し。桂川沿
いに続く敷地境界に作られた正門までのプロローグである。

もっとも現地で気づいたわ
けでは無く、あらかじめ書
籍で予行練習して初めて知っ
た内容である。

何しろ見学は案内者の誘
導でぞろぞろ歩き、時間も
制限されゆっくり鑑賞、計
画意図を感じる時間は無い
ので。本当はワンシーンワ
ンシーン立ち止まり、何が
主題でそのためのしつらえ
をどうしたのか実地確認を
したいのだが。

こ の 竹 垣 の 何 に 感 動 し
た し た の か 、 写 真 を 見 て
何 か 引 っ 掛 か る こ と が あ
り ま す か ？ そ う ザ ワ ザ ワ
し て い る ん で す 。 表 面 が
竹 の 葉 っ ぱ 、 生 き て い る
本 物 （ ハ チ ク ） で 作 っ て
い る 。 図 面 を 見 て く だ さ
い 。 な ん と 生 え た ま ま グ
ニャリとへし曲げている。
竹 の し な り 、 曲 げ 強 さ を
生 か し て い る 。 さ ら に 土
か ら 水 と 養 分 を 調 達 で き

るので長持ちするというわけ。
江戸時代の作庭家の破天荒な発想の半端無さ。僕はひたす

らひれ伏すのです。

お ま け ： 僕 の 先 生 で も あ る 戸 田 芳 樹 先 生 と 野 村 勘 治 共 著
「日本庭園を読み解く」 ―空間構成とコンセプトーは

桂離宮庭園を緻密に分析しており推理小説を読んでいるよ
うで大のおすすめ

樹木医 塚部 彰
（渋谷支部副支部長）

生きている竹


